
じ
ゃ
ら
ん
、謝
罪

国
観
連
近
畿
支
部
に

全　旅

福
島
で
復
興
支
援
会
議

全
国
の
営
業
所
長
が
対
策
検
討

旅
館
街
の
再
生
策
検
討

観
光
庁
　

有
識
者
が
初
会
合

オ　ー　ト
キャンプ

参
加
人
口
は
７２０
万
人

１１
年
白
書
　

猛
暑
な
ど
が
影
響

日　観　連

高
速
道
路
の
料
金
見
直
し

平
日
２０００
円
案
な
ど
要
望

”公式フェイスブックページ”無断作成

総取扱額

１５
％
減
の
２２３７
億
円

外
国
人
旅
行
は
４４
％
の
減
少

観　光　庁

総
務
課
長
に
大
塚
氏

国
際
交
流
推
進
課
長
は
亀
山
氏

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ａ
の
客
室
利
用
率
６
月

４
ヵ
月
ぶ
り
に
増
加

中国のＪＴＢ系

中国人への海旅
第１弾は東北

６月分

Ｌ
Ｃ
Ｃ
が
日
本
を
変
え
る
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オ
欟
プ
ン
ス
カ
イ
歉
空
の
自

由
化
歐
に
伴
檸
て
欷
世
界
各
国

で
国
際
航
空
に
お
け
る
規
制
撤

廃
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い

る
盜
具
体
的
に
は
欷
路
線
設
定

の
自
由
化
欷
便
数
制
限
の
撤
廃
欷

参
入
企
業
数
制
限
の
撤
廃
欷
運

賃
設
定
に
お
け
る
企
業
の
商
業

的
判
断
の
尊
重
欷
航
空
企
業
間

の
包
括
的
業
務
提
携
の
促
進

な
ど
が
各
国
で
積
極
的
に

推
進
さ
れ
て
い
る
盜

　
オ
欟
プ
ン
ス
カ
イ
の
結
果
欷

世
界
的
に
格
安
航
空
会
社
歉
Ｌ

Ｃ
Ｃ
歐
が
大
活
躍
し
て
い
る
盜

欧
米
諸
国
で
は
す
で
に
航
空
旅

客
の
約
３
割
が
Ｌ
Ｃ
Ｃ
に
よ
檸

て
運
ば
れ
て
い
る
盜
Ｌ
Ｃ
Ｃ
は

さ
ま
ざ
ま
な
コ
ス
ト
削
減
に
励

ん
で
航
空
料
金
の
低
廉
化
を
実

現
し
て
お
り
欷
数
多
く
の
旅
客

を
獲
得
し
て
い
る
盜

　
ア
ジ
ア
で
も
Ｌ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る

路
線
拡
大
の
動
き
が
活
発
化
し

て
い
る
盜
ア
ジ
ア
で
ナ
ン
バ
欟

ワ
ン
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
は
マ
レ
欟
シ
ア

の
エ
ア
ア
ジ
ア
で
欷
年
間
に
炳

カ
国
の
路
線
で
２
３
０
０
万
人

の
旅
客
を
運
ん
で
い
る
盜
エ
ア

ア
ジ
ア
は
今
年
７
月
に
エ
ア
バ

ス
社
の
Ａ
３
２
０
ｎ
ｅ
ｏ
型
ジ

櫪
蘖
ト
機
３
０
０
機
の
新
規
購

入
を
発
表
し
て
い
る
盜
総
額
で

２
７
０
億
宇
に
及
ぶ
巨
額
経
費

を
投
入
し
て
事
業
拡
大
を
図
ろ

う
と
し
て
い
る
盜

　
全
日
本
空
輸
は
す
で
に
関
西

空
港
を
拠
点
に
来
年
３
月
か
ら

運
航
を
開
始
す
る
ピ
欟
チ
・
ア

ビ
エ
欟
シ
欖
ン
と
名
付
け
る
Ｌ

Ｃ
Ｃ
を
設
立
し
て
い
る
盜
さ
ら

に
全
日
空
は
エ
ア
ア
ジ
ア
と
の

共
同
出
資
で
欹
エ
ア
ア
ジ
ア
・

ジ
櫺
パ
ン
飮
と
い
う
Ｌ
Ｃ
Ｃ
を

設
立
し
欷
来
年
８
月
か
ら
成
田

空
港
を
拠
点
に
し
て
国
内
線
と

国
際
線
に
就
航
す
る
予
定
だ
盜

　
日
本
に
も
す
で
に
ア
ジ
ア
各

国
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
が
就
航
し
て
い

る
盜
韓
国
の
チ
櫪
ジ
欒
航
空
欷

エ
ア
プ
サ
ン
欷
ジ
ン
エ
ア
欟
欷

イ
欟
ス
タ
欟
航
空
欷
中
国
の
春

秋
航
空
欷
マ
レ
欟
シ
ア
の
エ
ア

ア
ジ
ア
Ｘ
欷
シ
ン
ガ
ポ
欟
ル
の

ジ
櫪
蘖
ト
ス
タ
欟
・
ア
ジ
ア
航

空
欷
フ
檪
リ
ピ
ン
の
セ
ブ
・
パ

シ
フ
檪
蘖
ク
航
空
な
ど
だ
盜

　
新
千
歳
空
港
に
も
欷
韓
国
の

イ
欟
ス
タ
欟
航
空
が
す
で
に
今

年
５
月
か
ら
乗
り
入
れ
て
お

り
欷
７
月
か
ら
は
ジ
ン
エ
ア
欟

が
ソ
ウ
ル
と
の
間
で
毎
週
２
往

復
の
定
期
便
を
飛
ば
し
て
い

る
盜
ゴ
ル
フ
や
ス
キ
欟
な
ど
の

た
め
に
北
海
道
を
訪
れ
る
韓
国

人
客
の
増
加
を
見
込
ん
で
い

る
盜

　
私
は
炳
年
ほ
ど
前
に
欹
２
０

１
０
年
代
の
ア
ジ
ア
で
観
光
ビ

蘖
グ
バ
ン
が
生
じ
る
飮
と
い
う

予
測
を
行
檸
た
盜
そ
の
予
測
は

的
中
し
欷
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け

る
経
済
成
長
に
伴
檸
て
観
光
大

爆
発
が
生
じ
つ
つ
あ
る
盜
ア
ジ

ア
各
国
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
が
日
本
の
地

方
空
港
に
就
航
す
る
な
ら
ば
欷

人
的
交
流
が
飛
躍
的
に
拡
大
さ

れ
欷
大
き
な
変
化
が
生
じ
う
る
盜

Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
動
き
を
視
野
に
入
れ

て
欷
日
本
の
各
地
域
は
観
光
を

基
軸
に
し
た
地
域
活
性
化
と
真

剣
に
取
り
組
み
欷
地
域
の
未
来

を
開
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
盜

（２）第２６１９号 第３種郵便物認可 ２０１１年（平成２３年）８月６日（土曜日）

　
国
際
観
光
旅
館
連
盟
近
畿
支
部
歉
西
村
肇
支
部
長
歐

は
７
月
烙
日
欷
大
阪
市
中
央
区
の
大
阪
料
理
会
館
会
議

室
で
開
い
た
Ｉ
Ｔ
戦
略
部
会
に
リ
ク
ル
欟
ト
社
の
担
当

者
４
人
を
呼
び
欷
同
社
が
無
断
で
作
成
欷
公
開
し
た
宿

泊
施
設
の
@
公
式
フ
櫪
イ
ス
ブ
蘖
ク
ペ
欟
ジ
A
の
意
図

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
盜
リ
ク
ル
欟
ト
社
は
欷
公
式

フ
櫪
イ
ス
ブ
蘖
ク
ペ
欟
ジ
の
無
断
作
成
欷
公
開
に
つ
い

て
謝
罪
し
た
盜

じ
檳
ら
ん
か
ら
４
人
が
出
席

歉
写
真
奥
歐

　
日
本
オ
欟
ト
・
キ
櫺
ン
プ

協
会
歉
長
谷
川
純
三
会
長
歐

は
こ
の
ほ
ど
欷
欹
オ
欟
ト
キ

櫺
ン
プ
白
書
２
０
１
１
飮
を

発
表
し
た
盜
白
書
に
よ
る
と

瀾
年
の
オ
欟
ト
キ
櫺
ン
プ
参

加
人
口
は
前
年
と
比
べ
煥
万

人
減
の
７
２
０
万
人
と
な
檸

た
盜
梅
雨
前
線
の
活
発
化
に

よ
る
洪
水
や
土
砂
災
害
の
発

生
に
加
え
欷
記
録
的
な
猛
暑

も
あ
り
欷
活
動
意
欲
が
減
退

し
た
と
見
ら
れ
る
盜

　
白
書
は
瀾
年
の
特
徴
に
つ

い
て
欷
団
塊
世
代
を
含
む
シ

ニ
ア
層
の
増
加
と
欷
若
者
の

グ
ル
欟
プ
の
利
用
増
を
挙
げ

た
盜

　
ま
た
@
山
ガ
欟
ル
A
と
言

う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
若
い
女
性
の
ア
ウ
ト
ド
ア

へ
の
進
出
に
伴
い
欷
オ
欟
ト

キ
櫺
ン
プ
場
に
足
を
運
ぶ
姿

も
見
ら
れ
欹
女
性
を
中
心
と

し
た
若
い
層
の
オ
欟
ト
キ
櫺

ン
プ
へ
の
参
加
は
今
後
の
牽

引
力
と
し
て
期
待
さ
れ
る
飮

と
同
協
会
盜

　
キ
櫺
ン
パ
欟
は
煥
殳
熄
代

の
子
育
て
世
代
が
全
体
の
８

割
を
占
め
て
い
る
こ
と
も
あ

り
欷
同
行
者
は
子
供
連
れ
が

も
檸
と
も
多
く
７
割
強
に
達

し
て
い
る
盜
世
帯
年
収
は
５

０
０
殳
８
０
０
万
円
台
が
５

割
に
盜

　
瀾
年
の
キ
櫺
ン
パ
欟
の
平

均
キ
櫺
ン
プ
回
数
は
３
・
５

回
で
欷
延
べ
泊
数
は
５
・
６

泊
盜
ま
た
欷
１
回
歉
１
泊
２

日
歐
当
た
り
の
キ
櫺
ン
プ
費

用歉
高
速
代
欷
ガ
ソ
リ
ン
代
欷

キ
櫺
ン
プ
場
使
用
料
欷
食
材

な
ど
歐
は
平
均
２
万
６
６
１

円
で
欷
瀰
年
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
な
い
盜

　
今
年
４
月
時
点
で
欷
全
国

に
オ
欟
ト
キ
櫺
ン
プ
場
は
１

２
６
９
カ
所
あ
る
盜
平
均
利

用
料
金
は
４
６
８
３
円
盜

　
観
光
庁
の
人
事
異
動
が
あ

り
欷
国
土
交
通
省
航
空
局
総

務
課
長
の
大
塚
洋
氏
が
１
日

付
で
総
務
課
長
に
就
任
盜
７

月
灑
日
付
で
は
日
本
政
府
観

光
局
歉
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
歐
ニ
欒
欟

ヨ
欟
ク
事
務
所
長
だ
檸
た
亀

山
秀
一
氏
が
国
際
交
流
推
進

課
長
に
就
い
た
盜

　
総
務
課
長
を
務
め
て
い
た

天
谷
直
昭
氏
は
鉄
道
建
設
・

運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
審

議
役
に
欷
国
際
交
流
推
進
課

長
だ
檸
た
瓦
林
康
人
氏
は
国

交
省
海
事
局
内
航
課
長
に
就

い
た
盜

　
他
の
人
事
は
次
の
通
り

歉
敬
称
略
歐
盜

　
国
際
交
流
推
進
課
外
客
誘

致
室
専
門
官
歉
京
王
電
鉄
・

事
業
推
進
部
課
長
歐
中
田
龍

哉
▽
国
交
省
総
合
政
策
局
情

報
政
策
課
専
門
官
歉
観
光
産

業
課
専
門
官
歐
森
谷
浩
樹
▽

観
光
産
業
課
専
門
官
歉
国
交

省
国
土
交
通
大
学
校
柏
研
修

セ
ン
タ
欟
主
任
研
修
指
導

官
歐
内
藤
修

　
全
日
本
シ
テ
檪
ホ
テ
ル
連

盟
歉
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ａ
歐
が
こ
の
ほ

ど
発
表
し
た
会
員
ホ
テ
ル

歉
２
１
３
ホ
テ
ル
欷
２
・
７

万
室
歐
の
６
月
の
全
国
平
均

客
室
利
用
率
は
爬
・
８
％
で
欷

前
年
同
月
比
で
１
・
８
瓜
増

と
な
檸
た
盜
増
加
は
２
月
以

来
４
カ
月
ぶ
り
盜

　
地
域
別
で
の
利
用
率
の
ト

蘖
プ
は
犁
・
９
％
の
関
東
盜

次
い
で
牀
・
８
％
の
東
北
欷

爿
・
０
％
の
北
陸
な
ど
盜
前

年
同
月
比
で
利
用
率
が
上
が

檸
た
地
域
は
炮
・
１
瓜
増
の

東
北
欷
３
・
１
瓜
増
と
な
檸

た
北
陸
と
九
州
欷
な
ど
盜

　
一
方
欷
利
用
率
が
低
か
檸

た
地
域
は
欷
熏
・
１
％
の
北

海
道
欷
燻
・
５
％
の
九
州
欷

燬
・
６
％
の
四
国
な
ど
盜

　
前
年
同
月
比
で
利
用
率
が

下
が
檸
た
の
は
欷
瀾
・
８
瓜

減
の
北
海
道
欷
５
・
３
瓜
減

の
四
国
欷
１
・
７
瓜
減
の
近

畿
な
ど
盜

共
同
購
入
ク
欟
ポ
ン

サ
欟
ビ
ス
を
開
始

ベ
ス
ト
リ
ザ
欟
ブ

　
ホ
テ
ル
予
約
サ
イ
ト
欹
ベ

ス
ト
リ
ザ
欟
ブ
飮
を
運
営
す

る
ベ
ス
ト
リ
ザ
欟
ブ
は
こ
の

ほ
ど
欷
共
同
購
入
型
ク
欟
ポ

ン
サ
欟
ビ
ス
サ
イ
ト
欹
シ
櫪

ア
リ
欟
飮
運
営
の
シ
櫪
ア
リ

欟
と
フ
ラ
蘖
シ
欒
マ
欟
ケ
テ

檪
ン
グ
事
業
で
提
携
し
欷
こ

の
ほ
ど
共
同
購
入
型
ク
欟
ポ

ン
サ
欟
ビ
ス
欹
ベ
ス
ト
ク
飮

を
始
め
た
盜
ベ
ス
ト
リ
ザ
欟

ブ
が
主
な
顧
客
と
し
て
い
る

ビ
ジ
ネ
ス
客
に
欷
休
日
の
宿

泊
や
レ
ス
ト
ラ
ン
利
用
で
活

用
し
て
も
ら
い
た
い
考
え

だ
盜

　
日
本
観
光
旅
館
連
盟
歉
近

兼
孝
休
会
長
歐
は
欷
高
速
道

路
の
料
金
制
度
に
つ
い
て
欷

震
災
復
興
の
た
め
に
導
入
が

見
送
ら
れ
た
平
日
２
千
円
上

限
案
な
ど
を
政
府
に
要
望
し

て
い
る
盜
震
災
の
影
響
に
加

え
欷
休
日
１
千
円
上
限
の
特

別
割
引
や
一
部
区
間
の
無
料

化
社
会
実
験
の
終
了
で
欷
国

内
観
光
が
さ
ら
に
冷
え
込
む

と
懸
念
盜
旅
行
需
要
の
喚
起

で
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
し
て
導
入
を
訴
え

て
い
る
盜

　
料
金
制
度
案
に
つ
い
て
日

観
連
の
近
兼
会
長
は
７
月
灣

日
欷
大
畠
章
宏
国
土
交
通
相
欷

溝
畑
宏
観
光
庁
長
官
欷
鳩
山

由
紀
夫
前
首
相
ら
を
訪
ね
欷

要
望
書
を
手
渡
し
た
盜

　
要
望
は
欷
普
通
車
の
平
日

利
用
を
上
限
２
千
円
で
乗
り

放
題
と
す
る
制
度
に
加
え
欷

団
体
旅
行
の
活
性
化
を
目
的

に
貸
し
切
り
観
光
バ
ス
を
対

象
に
し
た
割
引
制
度
の
導

入
盜
本
州
四
国
連
絡
高
速
道

路
に
関
し
て
は
欷
割
引
制
度

で
休
日
往
復
２
千
円
だ
檸
た

と
こ
ろ
が
欷
倍
近
く
に
な
檸

た
負
担
感
は
大
き
く
欷
観
光

客
が
激
減
し
て
い
る
と
指
摘

し
欷
普
通
車
の
平
日
上
限
を

１
千
円
歉
片
道
歐
と
す
る
割

引
制
度
を
求
め
て
い
る
盜

　
高
速
道
路
の
料
金
制
度
の

あ
り
方
を
め
ぐ
檸
て
は
欷
国

交
省
の
有
識
者
委
員
会
歉
座

長
‖
寺
島
実
郎
・
日
本
総
合

研
究
所
理
事
長
歐
が
検
討
を

進
め
欷
秋
に
提
言
を
ま
と
め

る
盜
７
月
炙
日
に
は
観
光
業

界
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
行

わ
れ
た
盜

検
討
会
の
初
会
合

　
観
光
庁
は
欷
旅
館
街
の
活

性
化
を
促
進
す
る
た
め
の
調

査
事
業
を
ス
タ
欟
ト
さ
せ

た
盜
有
識
者
を
委
員
と
す
る

欹
旅
館
街
再
生
基
盤
づ
く
り

検
討
会
飮
の
初
会
合
を
７
月

烟
日
に
開
い
た
盜
旅
館
・
ホ

テ
ル
の
財
務
や
営
業
の
実
態

を
調
査
す
る
ほ
か
欷
旅
館
街

の
一
体
的
な
再
生
に
成
功
し

た
地
域
の
事
例
も
収
集
す

る
盜
地
域
を
主
体
に
し
た
活

性
化
策
を
い
か
に
促
進
す
る

か
欷
そ
の
方
向
性
を
探
る
盜

　
滞
在
型
観
光
に
旅
館
街
の

活
性
化
は
不
可
欠
だ
が
欷
旅

館
・
ホ
テ
ル
に
は
欷
過
去
の

過
大
な
設
備
投
資
に
よ
る
借

入
金
負
担
欷
旅
行
形
態
の
変

化
へ
の
対
応
の
遅
れ
な
ど
で

厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て

い
る
施
設
が
少
な
く
な
い
盜

調
査
を
も
と
に
検
討
会
で
改

善
策
を
議
論
す
る
盜

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
経
営
実

態
は
欷
既
存
の
資
料
や
ア
ン

ケ
欟
ト
調
査
に
基
づ
き
把
握

す
る
盜
調
査
項
目
は
欷
機
客

室
数
や
従
業
員
数
な
ど
基
本

情
報
帰
損
益
や
資
金
調
達
な

ど
財
務
情
報
毅
誘
客
手
法
や

取
引
状
況
な
ど
営
業
情
報

を
想
定
盜
建
物
の
使
用

実
態
な
ど
も
調
査
す
る
盜

　
旅
館
街
再
生
の
成
功
事
例

で
は
欷
全
国
で
５
カ
所
程
度

を
選
ん
で
現
地
調
査
を
行

う
盜
再
生
が
進
ま
な
か
檸
た

事
例
と
の
比
較
欷
地
域
特
性

の
分
析
な
ど
も
行
檸
て
成
功

要
因
を
明
ら
か
に
し
欷
他
の

地
域
の
参
考
と
な
る
よ
う
に

す
る
盜

　
初
会
合
で
観
光
庁
観
光
産

業
課
の
鈴
木
昭
久
課
長
は

欹
東
日
本
大
震
災
や
原
発
の

風
評
被
害
に
よ
り
旅
館
・
ホ

テ
ル
は
さ
ら
に
厳
し
い
状
況

に
直
面
し
て
い

る
が
欷
観
光
の

経
済
効
果
を
地

域
の
す
み
ず
み

に
行
き
渡
ら
せ

る
た
め
に
も
宿

泊
が
重
要
盜
旅

館
街
再
生
の
あ

り
方
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た

い
飮
と
呼
び
か

け
た
盜

　
今
年
度
末
ま

で
に
４
回
ほ
ど
の
検
討
会
を

開
き
欷
報
告
書
を
作
成
す
る

予
定
盜

　
鈴
木
課
長
以
外
の
検
討
会

委
員
は
次
の
通
り
歉
敬
称

略
歐
盜

　
大
西
達
也
歉
日
本
政
策
投

資
銀
行
地
域
企
画
部
地
域
振

興
グ
ル
欟
プ
参
事
役
歐
欷
川

野
雅
之
歉
企
業
再
建
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
歐
欷
小
西
龍
治

歉
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大

学
大
学
院
経
営
管
理
研
究
科

客
員
教
授
歐
欷
本
郷
孔
洋

歉
辻
・
本
郷
税
理
士
法
人
理

事
長
欷
ス
パ
欟
ク
ス
取
締
役
欷

税
理
士
・
公
認
会
計
士
歐
欷

佐
藤
信
幸
歉
日
本
の
宿
古
窯

社
長
欷
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生

活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
会

長
歐
欷
清
沢
正
人
歉
全
旅
連

理
事
歐
欷
小
関
政
男
歉
国
際

観
光
旅
館
連
盟
専
務
理
事
歐欷

中
村
義
宗
歉
日
本
観
光
旅
館

連
盟
専
務
理
事
歐
欷
岩
佐
英

美
子
歉
日
本
ホ
テ
ル
協
会
事

務
局
長
歐
欷
中
山
智
雄
歉
全

日
本
シ
テ
檪
ホ
テ
ル
連
盟
専

務
理
事
歐
欷
堀
江
裕
歉
厚
生

労
働
省
健
康
局
生
活
衛
生
課

長
歐
欷
大
嬾
豪
太
歉
経
済
産

業
省
商
務
情
報
政
策
局
参
事

官
歐

　
鉄
道
旅
客
協
会
に
よ
る

と
欷
主
要
旅
行
業
灑
社
の
今

年
６
月
の
旅
行

取
扱
状
況
は
欷

総
取
扱
額
が
前

年
同
月
比
炙
・

９
％
減
の
２
２

３
７
億
８
４
８

３
万
円
だ
檸
た
盜
内
訳
は
欷

国
内
旅
行
が
同
炙
・
０
％
減

の
１
３
２
６
億
４
３
０
９
万

円
欷
海
外
旅
行
が
同
炒
・
３

％
減
の
８
６
７
億
９
４
３
万

円
欷
外
国
人
旅
行
が
同
熬
・

６
％
減
の
烽
億
１
６
０
５
万

円
だ
檸
た
盜
３
分
野
と
も
依

然
低
調
だ
が
欷
特
に
外
国
人

旅
行
の
不
振
が
目
立
つ
盜
総

取
扱
額
で
前
年
実
績
を
上
回

檸
た
の
は
欷
同
５
・
０
％
増

の
京
王
観
光
の
み
だ
檸
た
盜

　
国
内
旅
行
は
灑
社
中
瀲
社

が
前
年
実
績
を
割
り
込
ん

だ
盜
京
王
観
光
の
み
同
３
・

７
％
増
と
前
年
を
上
回
檸
た
盜

　
海
外
旅
行
は
全
社
が
前
年

割
れ
し
た
盜

　
外
国
人
旅
行
は
取
り
扱
い

瀲
社
中
欷
日
本
旅
行
欷
京
王

観
光
欷
西
鉄
旅
行
の
３
社
が

前
年
を
超
え
た
盜

　
今
年
４
月
か
ら
の
累
計

は
欷
総
取
扱
額
が
前
年
同
期

比
炸
・
３
％
減
の
５
９
３
９

億
３
３
１
３
万
円
だ
檸
た
盜

総
取
扱
額
が
前
年
同
期
を
上

回
る
会
社
は
な
く
欷
全
社
が

前
年
比
２
ケ
タ
の
減
少
盜
同

熬
・
９
％
減
の
読
売
観
光
の

低
調
が
目
立
つ
盜

　
内
訳
で
は
欷
国
内
旅
行
が

同
炳
・
３
％
減
の
３
５
６
６

億
７
２
９
２
万

円
欷
海
外
旅
行

が
同
炒
・
３
％

減
の
２
２
６
５

億
９
７
４
０
万

円
欷
外
国
人
旅

行
が
同
爨
・
１
％
減
の
爨
億

５
３
１
４
万
円
盜
国
内
欷
海

外
と
も
欷
全
社
が
前
年
割
れ
盜

外
国
人
旅
行
は
欷
京
王
観
光

が
同
燒
・
９
％
増
で
前
年
超

え
盜

欹
営
業
所
長
の
知
恵
を
借
り

た
い
飮
と
池
田
社
長

五
條
の
歴
史
め
ぐ
る

Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本
は
欷
自
然

や
歴
史
欷
文
化
欷
特
産
物
な

ど
を
活
用
し
た
ま
ち
お
こ
し

の
取
り
組
み
を
旅
行
商
品
化

し
た
欹
地
恵
の
た
び
飮
シ
リ

欟
ズ
の
第
９
弾
で
欷
奈
良
県

の
五
條
の
歴
史
に
ス
ポ
蘖
ト

を
当
て
た
盜
奈
良
県
五
條
市

観
光
協
会
が
協
力
す
る
盜

　
国
の
登
録
有
形
文
化
財
で

あ
る
藤
岡
家
住
宅
を
見
学
盜

築
２
５
０
年
の
町
家
を
改
造

し
た
ジ
櫺
パ
ニ
欟
ズ
レ
ス
ト

ラ
ン
五
條
源
兵
衛
で
昼
食
を

と
檸
た
後
欷
４
０
０
年
前
の

街
並
み
が
残
る
新
町
通
り
を

ボ
ラ
ン
テ
檪
ア
ガ
イ
ド
の
案

内
で
散
策
す
る
盜

愛
犬
と
の
旅
行
応
援

宿
泊
プ
ラ
ン
を
発
売

Ｋ
Ｎ
Ｔ

　
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト

歉
Ｋ
Ｎ
Ｔ
歐
は
こ
の
ほ
ど
欷

ペ
蘖
ト
グ
蘖
ズ
シ
欖
蘖
プ

欹
ダ
蘖
ド
ウ
櫪
イ
飮
と
協
力

し
欷
愛
犬
と
泊
ま
れ
る
宿
泊

プ
ラ
ン
欹
う
ち
の
犬
歉
こ
歐

と
一
緒
飮
を
発
売
し
た
盜
イ

ン
タ
欟
ネ
蘖
ト
限
定
で
販
売

す
る
盜
欹
ペ
蘖
ト
グ
蘖
ズ
の

企
画
輸
入
販
売
会
社
と
旅
行

会
社
の
共
同
開
発
プ
ラ
ン
は

初
の
試
み
飮
と
同
社
盜
ペ
蘖

ト
用
玩
具
な
ど
を
特
典
と
し

て
付
け
欷
愛
犬
家
の
旅
行
ニ

欟
ズ
に
訴
求
す
る
盜

　
専
用
イ
ン
タ
欟
ネ
蘖
ト
ペ

欟
ジ歉http://yado.knt.co

.jp/ps/contents.aspx?f

‖pet/index.htm
l

歐
を
開

設
し
て
発
売
し
た
盜

　
ダ
蘖
ド
ウ
櫪
イ
の
ペ
蘖
ト

用
玩
具
の
付
い
た
宿
泊
プ
ラ

ン
と
欷
玩
具
が
付
か
な
い
宿

泊
プ
ラ
ン
を
紹
介
盜
い
ず
れ

に
つ
い
て
も
欷
同
伴
可
能
な

ペ
蘖
ト
の
大
き
さ
や
欷
ペ
蘖

ト
を
同
伴
で
き
る
ス
ペ
欟
ス

な
ど
を
表
や
絵
文
字
で
分
か

り
や
す
く
示
し
た
盜
欹
旅
行

の
プ
ラ
ン
が
決
ま
檸
た
ら
飮

欹
車
で
の
移
動
な
ら
欷
車
酔

い
対
策
飮
な
ど
ダ
蘖
ド
ウ
櫪

イ
が
監
修
し
た
６
つ
の
欹
愛

犬
と
楽
し
く
旅
行
す
る
た
め

の
秘
訣
飮
も
紹
介
す
る
盜

　
玩
具
付
き
プ
ラ
ン
設
定
の

４
施
設
で
は
欷
カ
ラ
フ
ル
な

ロ
欟
プ
を
編
み
込
ん
だ
ダ
蘖

ド
ウ
櫪
イ
の
商
品
欹
ミ
ニ
・

マ
ル
チ
ロ
欟
プ
・
チ
欒
欟
飮

を
宿
泊
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
盜

Ｋ
Ｎ
Ｔ
で
は
参
画
施
設
を
さ

ら
に
拡
大
し
た
い
考
え
だ
盜

特
技
生
か
し
て

被
災
地
支
援
を

Ｋ
Ｎ
Ｔ
が
ツ
ア
欟

　
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト

歉
Ｋ
Ｎ
Ｔ
歐
は
７
月
焙
日
か

ら
欷
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
で
ボ
ラ
ン
テ
檪
ア
活
動
を

行
う
ツ
ア
欟
欹
ふ
ん
ば
ろ
う

ボ
ラ
ン
テ
檪
ア
と
ス
ペ
シ
櫺

リ
ス
ト
派
遣
で
被
災
地
を
元

気
に
す
る
飮
の
第
１
弾
ツ
ア

欟
の
募
集
を
始
め
た
盜
泥
か

き
な
ど
の
復
旧
活
動
に
従
事

す
る
人
だ
け
で
な
く
欷
マ
蘖

サ
欟
ジ
施
術
な
ど
の
ス
ペ
シ

櫺
リ
ス
ト
を
募
集
し
て
い
る

点
が
特
徴
盜
専
門
的
な
技
能

を
生
か
し
て
欷
被
災
者
の
ケ

ア
な
ど
に
当
た
檸
て
も
ら
う

考
え
だ
盜

　
欹
ふ
ん
ば
ろ
う
東
日
本
支

援
プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト
飮歉
代
表
‖

西
條
剛
央
・
早
稲
田
大
学
大

学
院
専
任
講
師
歐
の
協
力
を

受
け
企
画
欷
催
行
す
る

　
第
１
弾
で
は
欷
宮
城
県
南

三
陸
町
で
復
旧
活
動
に
従
事

す
る
人
と
併
せ
欷
マ
蘖
サ
欟

ジ
施
術
系
も
し
く
は
ク
ラ
フ

ト
歉
手
工
芸
歐
系
の
ス
ペ
シ

櫺
リ
ス
ト
の
参
加
を
募
る
盜

　
宿
泊
は
欷
７
月
烝
日
に
リ

ニ
欒
欟
ア
ル
オ
欟
プ
ン
し
た

南
三
陸
ホ
テ
ル
観
洋
盜

　
８
月
炸
日
発
１
泊
３
日
の

コ
欟
ス
の
ほ
か
３
日
程
を
設

定
し
た
盜

　
参
加
申
し
込
み
は
専
用
サ

イ
ト歉http://ecc.knt.co.j

p/tyoec/hisaichishien08
19/

歐
で
受
け
付
け
る
盜

　
旅
行
代
金
は
１
人
２
万
８

千
円
盜

　
全
国
旅
行
業
協
会
歉
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ａ
歐
の
事
務
受
託
会
社
で

あ
る
全
旅歉
池
田
孝
昭
社
長
歐

は
７
月
焉
日
欷
原
発
問
題
の

風
評
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
い

る
福
島
県
の
土
湯
温
泉
・
山

水
荘
を
会
場
に
欷
全
国
営
業

所
長
会
議
を
欹
福
島
県
復
興

支
援
会
議
飮
と
し
て
開
催
し

た
盜
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

の
営
業
所
長
を
は
じ
め
欷
来

賓
の
衆
院
議
員
で
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ

会
長
の
二
階
俊
博
氏
や
福
島

県
副
知
事
の
内
堀
雅
雄
氏
ら

も
含
め
約
犢
人
が
出
席
盜
福

島
県
の
観
光
関
係
者
か
ら
現

況
に
つ
い
て
の
生
の
声
を
聞

き
欷
具
体
的
な
支
援
策
を
検

討
し
た
盜

　
冒
頭
欷
池
田
社
長
は
欹
旅

行
業
を
通
じ
て
地
域
を
活
性

化
し
よ
う
と
着
地
型
旅
行
を

進
め
て
い
る
盜
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
東
北
の
力
に
な
れ
る

の
か
盜
全
国
の
営
業
所
長
の

知
恵
を
借
り
欷
今
後
の
対
策

を
練
檸
て
い
き
た
い
飮
と
開

催
趣
旨
を
説
明
盜
続
い
て
登

壇
し
た
二
階
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
会
長

も
欹
助
け
合
い
の
精
神
で
欷

旅
行
業
は
風
光
明
媚
な
福
島

の
地
に
１
人
で
も
多
く
の
人

を
送
る
こ
と
が
天
命
だ
飮
と

福
島
支
援
を
訴
え
た
盜

　
福
島
県
か
ら
は
佐
藤
雄
平

知
事
が
メ
蘖
セ
欟
ジ
で
欹
実

際
に
原
子
力
災
害
の
た
め
に

立
ち
入
り
で
き
な
い
エ
リ
ア

は
福
島
県
の
わ
ず
か
５
％
ほ

ど
に
過
ぎ
な
い
盜
福
島
が
安

全
欷
安
心
で
あ
る
こ
と
を
皆

さ
ん
自
身
が
確
認
し
欷
１
人

で
も
多
く
の
観
光
客
を
送
客

し
て
ほ
し
い
飮
と
全
旅
欷
Ａ

Ｎ
Ｔ
Ａ
の
協
力
を
求
め
た
盜

　
さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
福
島
県
の
被
害
状
況
を

福
島
県
観
光
物
産
交
流
協
会

の
黒
澤
文
雄
・
観
光
部
統
括

部
長
が
報
告
盜
地
域
の
復
興

活
動
の
情
報
を
掲
載
し
た
サ

イ
ト
欹
応
援
あ
り
が
と
う
欷

が
ん
ば
る
福
島
盜
飮
も
参
照

し
て
ほ
し
い
と
要
請
し
た
盜

　
こ
の
ほ
か
欷
福
島
支
部
の

小
林
次
郎
支
部
長
欷
土
湯
温

泉
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
渡

邉
和
裕
会
長
欷
猪
苗
代
観
光

協
会
の
佐
藤
正
会
長
ら
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
現
況
を
述

べ
欷
支
援
を
訴
え
た
盜

　
近
畿
支
部
が
欷
７
月
灣
日

付
で
送
付
し
た
書
面
欹
フ
櫪

イ
ス
ブ
蘖
ク
ペ
欟
ジ
削
除
の

要
請
飮
の
中
で
求
め
て
い
た

欹
近
畿
支
部
会
員
旅
館
す
べ

て
の
歡
該
当
ペ
欟
ジ
欷
ス
ポ

蘖
ト
欷
チ
櫪
蘖
ク
イ
ン
ク
欟

ポ
ン
等
歸
関
連
す
る
す
べ
て

の
削
除
飮
に
つ
い
て
欷
欹
近

畿
支
部
１
８
９
軒
の
全
削
除

が
７
月
烟
日
に
完
了
し
た
飮

と
報
告
し
た
盜
ま
た
欷
今
後

に
つ
い
て
も
欹
全
削
除
要
請

に
は
応
じ
る
飮
と
約
束
し
た
盜

現
在
欷
他
支
部
で
も
全
削
除

要
請
の
動
き
が
加
速
し
て
い

る
盜

　
作
成
の
意
図
に
つ
い
て
は

欹
フ
櫪
イ
ス
ブ
蘖
ク
内
に
宿

泊
施
設
の
公
式
ペ
欟
ジ
を
作

る
こ
と
で
集
客
効
果
が
高
ま

る
と
考
え
た
盜
じ
檳
ら
ん
ｎ

ｅ
ｔ
の
管
理
画
面
上
か
ら
公

式
ペ
欟
ジ
も
操
作
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
宿
泊
施
設

の
作
業
を
効
率
化
で
き
る
と

考
え
た
飮
と
弁
明
し
た
盜

　
出
席
し
た
支
部
会
員
か
ら

は
欷
欹
す
で
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
取

り
組
ん
で
お
り
欷
こ
れ
ま
で

培
檸
て
き
た
も
の
が
台
な
し

に
さ
れ
た
飮
欹
じ
檳
ら
ん
を

旅
行
業
者
と
思
い
欷
接
し
て

き
た
こ
と
が
間
違
い
だ
檸

た
盜
広
告
業
者
と
再
認
識
し

て
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
飮
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
た
盜

　
リ
ク
ル
欟
ト
社
の
出
席
者

は
以
下
の
４
人
盜
秋
山
純
・

編
集
長
兼
プ
ロ
デ
欒
欟
サ
欟

歉
カ
ス
タ
マ
欟
ア
ク
シ
欖
ン

プ
ラ
蘖
ト
フ
櫻
欟
ム
カ
ン
パ

ニ
欟
欷
ネ
蘖
ト
ビ
ジ
ネ
ス
推

進
室
欷
プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
グ
ル
欟
プ
欷
じ
檳
ら

ん
ｎ
ｅ
ｔ
チ
欟
ム
歐
▽
瀬
戸

山
雅
之
氏
歉
カ
ス
タ
マ
欟
ア

ク
シ
欖
ン
プ
ラ
蘖
ト
フ
櫻
欟

ム
カ
ン
パ
ニ
欟
欷
旅
行
デ
檪

ビ
ジ
欖
ン
欷
事
業
推
進
部
欷

事
業
推
進
グ
ル
欟
プ
歐
▽
酒

井
宏
明
・
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
欟

ジ
櫺
欟
歉
カ
ス
タ
マ
欟
ア
ク

シ
欖
ン
プ
ラ
蘖
ト
フ
櫻
欟
ム

カ
ン
パ
ニ
欟
欷
旅
行
デ
檪
ビ

ジ
欖
ン
欷
営
業
２
部
欷
兵
庫

グ
ル
欟
プ
欷
京
都
・
丹
後
・

滋
賀
グ
ル
欟
プ
欷
奈
良
・
和

歌
山
グ
ル
欟
プ
歐
▽
唐
澤
直

芳
・
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
欟
ジ
櫺

欟
歉
旅
行
カ
ン
パ
ニ
欟
欷
営

業
統
括
部
欷
営
業
１
部
欷
関

東
営
業
１
グ
ル
欟
プ
歐

歇
神
保
元
英
歃

　
外
資
系
旅
行
会
社
で
初
め

て
中
国
人
向
け
海
外
旅
行
販

売
の
認
可
を
受
け
た
欷
Ｊ
Ｔ

Ｂ
グ
ル
欟
プ
の
交
通
公
社
新

紀
元
国
際
旅
行
社
歉
中
国
・

北
京
歐
は
欷
第
１
弾
の
企
画

と
し
て
東
北
復
興
を
応
援
す

る
ツ
ア
欟
を
実
施
す
る
盜

　
プ
レ
ス
欷
関
係
機
関
を
対

象
と
し
た
ツ
ア
欟
で
欷
認
可

解
禁
の
８
月
烙
日
殳
煥
日
の

日
程
盜
３
コ
欟
ス
に
分
か
れ

て
東
北
６
県
を
周
遊
し
視
察

す
る
予
定
盜

　
一
般
向
け
の
旅
行
商
品
は

欹
悠
逸
歉
よ
う
い
歐
飮
の
名

称
で
９
月
以
降
に
発
売
盜
出

発
は
瀾
月
の
国
慶
節
以
降
を

予
定
し
て
い
る
盜


